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予
算
な
ど
六
議
案
を
審
議

報
告
。
続
い
て
加
藤
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏

教
徒
委
員
会
実
行
委
貝
長
が
、
「
十
一
月
に
開
催

さ
れ
る
W
F
B
ネ
パ
：
ル
大
会
に
出
席
し
、
現

地
調
査
、
現
地
関
係
者
と
の
会
談
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
総
務
部
会
等
に
諮
り
、
早
急
に
結
論

を
出
し
た
い
」
と
説
明
。

　
議
案
第
2
号
「
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

会
規
程
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
斎
藤
社
会
部
長
が
委
貝
会
規
程
を
朗
読
。
条

文
を
整
理
し
、
次
回
に
再
び
議
案
と
し
て
上
程

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
案
第
3
号
「
本
会
財
団
創
立
三
十
周
年
記

閑
事
業
実
施
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
事
務
総
局
で
具
体
的
な
実
行
計
画
案
を
作
成

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
4
号
「
今
後
の
政
治
へ
の
対
応
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
川
島
総
務
部
長
が
説
明
、
本
会
の
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

事
務
総
局
で
具
体
案
を
作
成
し
、
今
後
理
事
会

に
諮
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
案
第
5
号
「
昭
和
6
2
年
度
予
算
案
編
成
基

本
方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
石
川
財
務
部
長
が
、
約
5
％
増
の
来
年
度
予

算
案
編
成
の
基
本
方
針
を
説
明
、
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
6
号
「
地
対
協
基
本
問
題
検
討
部
会

報
告
に
対
す
る
抗
議
文
提
出
の
承
認
を
求
め
る

件
」　
大
山
同
和
推
進
部
長
か
ら
経
過
報
告
と
、
趣

意
が
説
明
さ
れ
た
。
審
議
の
結
果
、
抗
議
文
で

な
く
意
見
書
と
し
て
、
字
句
を
一
部
修
正
の
上
、

提
出
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
　
（
内
容
等
に

つ
い
て
は
本
号
別
記
事
に
て
掲
載
）

　
続
い
て
、
各
部
よ
り
諸
々
の
報
告
が
な
さ
れ
、

午
後
四
時
半
に
会
議
は
終
了
し
た
。

　
　
　
”
議
事
を
進
め
る
全
仏
理
事
会
…

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
が
、
去
る
十
月
二

十
九
日
午
後
一
時
よ
り
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
議
長
に
若
槻
修
道
全
心
理
事
長
、
議
事
録
署

名
委
貝
に
吉
田
俊
誉
師
、
竹
中
玄
鼎
師
を
選
出
、

理
事
出
席
者
二
十
二
名
（
う
ち
委
任
者
八
名
）

の
も
と
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
計
画
の
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
杜
多
国
際
文
化
部
長
が
、
経
過
及
び
現
況
を

　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
去
る
八
月
五
日
、
地
域
改
善
対
策
協
議
会
、

通
称
「
地
対
協
」
の
基
本
問
題
検
討
部
会
に
よ

る
報
告
が
、
地
域
改
善
対
策
協
議
会
へ
提
出
さ

れ
た
。

　
こ
の
報
告
書
で
は
、
民
間
運
動
団
体
に
よ
る

「
確
認
・
糾
弾
」
を
い
き
す
ぎ
た
行
為
と
し
て

是
正
す
る
よ
う
指
摘
し
て
お
り
、
過
去
数
回
、

総
務
庁
長
官
と
「
地
対
協
」
へ

全
ム
の
見
解
を
提
出

差
別
発
言
等
で
糾
弾
を
受
け
た
立
場
に
あ
る
全

土
は
、
総
務
庁
長
官
な
ら
び
に
「
地
対
協
」
基

本
問
題
検
討
部
会
長
に
対
し
て
、
左
記
の
見
解

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
地
対
協
」
基
本
問
題
検
討
部
会
報
告
へ

　
の
見
解

　
日
本
国
憲
法
第
＝
条
（
基
本
的
人
権
の
享

有
）
、
第
＝
二
条
（
個
人
の
尊
重
）
、
第
一
四
条

（
法
の
下
の
平
等
）
な
ど
の
精
神
に
基
づ
き
、

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
が
出
さ
れ
て
以
来
、

同
和
問
題
の
解
決
は
、
国
の
責
務
で
あ
り
国
民

的
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
る
に
、
こ
の
度
の
「
地
対
協
」
基
本
問
題
検

討
部
会
報
告
（
以
下
「
部
会
報
告
」
）
は
、
こ
の

「
同
対
審
答
申
」
ま
で
も
否
定
し
て
し
ま
う
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
「
同
和
問
題
に
つ
い

て
自
由
な
意
志
交
換
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

（
三
－
一
）
に
お
い
て
、
民
間
運
動
団
体
に
よ

る
「
確
認
・
糾
弾
」
を
い
き
す
ぎ
た
行
為
と
し

て
是
正
す
る
よ
う
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
第
三
回
世
界
宗
教
者

平
和
会
議
に
お
け
る
差
別
発
言
に
関
し
、
こ
れ

ま
で
五
回
に
わ
た
る
確
認
・
糾
弾
会
を
受
け
て

き
た
立
場
か
ら
、
全
日
本
仏
教
会
の
見
解
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
来
、
糾
弾
は
、
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間

に
光
あ
れ
」
と
宣
言
し
た
全
国
水
平
社
に
お
い

て
、
「
吾
々
に
対
し
、
穣
多
及
び
特
殊
部
落
民
等

の
言
行
に
よ
っ
て
侮
辱
の
意
志
を
表
示
し
た
る

時
は
、
徹
底
糾
弾
を
為
す
」
と
決
議
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
熱
と
光
の
人
間
社
会
創

造
の
た
め
に
、
差
別
被
差
別
と
い
う
非
人
間
的

社
会
を
白
日
の
下
に
晒
す
決
定
的
方
法
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
糾
弾
が
、
差
別
被

差
別
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
人
間
の
自
己
中

心
的
な
生
き
方
の
意
識
を
打
破
す
る
も
の
で
あ

る
限
り
、
人
間
が
自
己
自
身
の
生
き
ざ
ま
に
恐

怖
を
感
ず
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
う
し
た
緊

張
な
く
し
て
差
別
意
識
を
解
消
で
き
る
ほ
ど
に
、

人
間
は
浄
化
機
能
を
内
に
保
持
し
て
い
る
存
在

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

、
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現
に
、
差
別
事
件
を
ひ
き
お
こ
し
糾
弾
を
受

け
た
当
事
者
の
多
く
は
、
「
糾
弾
を
受
け
て
、
は

じ
め
て
部
落
問
題
の
深
刻
さ
重
大
さ
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
、
自
分
が
本
当
の
人
間
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
糾
弾
に
ま
さ
る

学
習
は
な
い
θ
と
語
っ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
部
会
報
告
」
で
は
、
確
認
・
糾
弾
行

為
は
、
あ
た
か
も
「
私
的
制
裁
以
外
の
何
物
で

も
な
い
」
暴
力
行
為
を
前
提
と
し
て
お
り
、
「
何

が
差
別
か
と
い
う
の
は
、
一
義
的
か
つ
明
確
に

判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
の
で
、
民
間
運
動

団
体
の
い
い
な
り
に
な
る
必
要
は
な
い
、
と
い

っ
た
こ
と
を
一
方
的
に
強
調
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
見
方
は
、
悪
質
な
差
別
者
を
居
直
ら

せ
、
野
放
し
に
す
る
こ
と
を
、
容
認
、
助
長
す

る
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
全
日
本
仏
教
会
に
お
い
て
は
、
五
回
の
糾
弾

を
通
し
て
、
本
会
を
構
成
す
る
我
が
国
の
伝
統

仏
教
教
団
に
根
強
く
内
在
す
る
差
別
体
質
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
生
前
に
お
い
て
ば

か
り
か
、
死
後
に
お
い
て
ま
で
人
間
を
差
別
す

る
「
差
別
戒
（
法
）
名
」
、
「
差
別
墓
石
」
、
差

別
を
再
生
産
す
る
あ
ま
た
の
「
差
別
図
書
」
等

の
幾
多
の
差
別
事
象
は
、
人
間
平
等
を
唱
え
ら

れ
た
釈
尊
の
教
え
と
あ
ま
り
に
背
離
し
た
今
日

の
仏
教
界
の
実
状
を
如
実
に
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
し
か
も
、
糾
弾
会
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
差

別
事
象
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
る
ま
で
、
何
ら

部
落
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
し
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
本
会
は
、
こ
れ
ら
の
諸
事
実
を
契
機
と
し
て
、

自
ら
の
持
つ
差
別
体
質
を
厳
し
く
反
省
し
、
お

く
れ
ば
せ
な
が
ら
同
和
問
題
へ
の
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
今
こ
そ
、
我
々
仏
教
者
は
、
自

身
の
内
に
深
く
存
在
す
る
差
別
体
質
を
問
い
直

し
、
差
別
解
消
の
た
め
に
具
体
的
な
行
動
を
起

こ
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ

が
、
人
間
平
等
を
唱
え
ら
れ
た
釈
尊
の
教
え
に

立
ち
帰
る
道
で
あ
る
と
認
識
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
、
一
九
八
四
年
八

月
、
第
四
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
ナ
イ
ロ

ビ
会
議
）
に
お
い
て
、
全
世
界
の
人
々
に
対
し

て
声
明
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
会
は
、
今
後
も
同
和
問
題
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
、
差
別
解
消
に
向
け
て
総
力
を
あ
げ
て

取
り
組
む
事
を
決
意
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
上

の
よ
う
に
「
地
対
協
」
基
本
問
題
検
討
部
会
報

告
へ
の
見
解
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
若
槻
修
道

長野県仏教徒大会

　盛大に第32回開く

　
長
野
県
仏
教
会
主
催
の
、

第
3
2
回
長
野
県
仏
教
徒
大

会
「
更
埴
大
会
」
が
、
去

る
十
月
二
十
七
日
、
上
山

田
文
化
会
館
に
お
い
て
盛

大
に
催
さ
れ
た
。
大
会
テ

ー
マ
は
「
心
に
仏
心
、
日

々
に
合
掌
」
。

　
善
光
寺
住
職
古
宇
田
亮

宣
大
僧
正
を
大
導
師
と
す

る
法
要
か
ら
大
会
の
幕
が

あ
が
り
、
満
席
の
会
場
に

は
、
地
元
僧
侶
の
読
経
が

響
き
渡
っ
た
。
続
い
て
総

会
。
全
仏
か
ら
は
大
山
同

和
推
進
部
長
が
、
事
務
総
長
代
理
で
出
席
。

祝
辞
を
読
み
あ
げ
た
。
記
念
講
演
は
、
、
「
出
会

い
の
不
思
議
」
と
題
し
て
、
宝
仙
学
園
短
期
大

学
副
学
長
の
紀
野
一
義
氏
が
講
演
。
閉
会
式
で
、

大
会
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
清
興
と
し
て
「
か
む

り
き
太
鼓
」
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
大
盛
況
の

う
ち
に
会
を
終
了
し
た
。
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去
る
十
月
二
十
九
日
午
後
五
時
半
よ
り
、
赤

坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
て
自
由
民
主
党

国
会
議
員
と
全
日
本
仏
教
会
と
の
懇
親
会
が
開

あ
い
さ
つ
す
る
若
槻
修
道
全
仏
理
事
長

催
さ
れ
た
。
こ
の
懇
親
会
は
、
七
月
六
日
に
行

わ
れ
た
衆
参
両
院
同
日
選
挙
の
さ
い
、
本
会
が

推
薦
し
て
目
出
度
く
当
選
し
た
議
員
諸
氏
を
中

心
と
し
て
、
日
頃
な
に
か
と
お
世
話
に
な
っ
て

き
た
文
教
関
係
を
加
え
た
自
由
民
・
王
党
議
員
諸

氏
と
懇
親
を
深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
開
催
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
先
ず
若
槻
修
道
理
事
長
が
本
会
を
代
表
し
て

開
催
の
趣
旨
と
当
選
の
祝
辞
を
述
べ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
勢
力
全
国

組
織
委
著
長
・
衆
議
貝
議
貝
が
答
礼
の
挨
拶
を

行
っ
た
。
次
に
寺
田
義
淳
常
務
理
事
が
祝
杯
の

発
声
、
こ
れ
に
対
し
て
大
村
正
治
衆
議
員
議
員

が
返
杯
し
た
。

　
続
い
て
議
員
諸
氏
の
紹
介
、
ス
ピ
ー
チ
が
次

々
と
行
わ
れ
た
。
や
は
り
お
寺
と
檀
家
と
の
関

係
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
誠
に
和
や
か
な
快
い

雰
囲
気
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
仏
教
界
の
奮
起

を
促
す
声
も
聞
か
れ
、
耳
に
痛
か
っ
た
。

　
今
回
の
懇
親
会
は
、
仏
教
界
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
試
み
で
あ
る
。
従
来
、
仏
教
界
と
政
界

と
の
関
係
は
、
宗
派
あ
る
い
は
個
人
の
関
係

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
一
歩
出
で
、
各
宗
派
が

一3一
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全
面
的
に
協
力
し
て
仏
教
界
と
し
て
一
つ
に
ま

と
ま
っ
て
こ
う
し
た
懇
親
会
が
開
か
れ
た
と
い

う
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
当
日
来
会
の
議
貝
諸
氏
は
つ
ぎ
の
通

り
で
あ
る
。

衆
議
院
議
員
（
以
下
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

阿
部
文
男

愛
知
和
男

愛
野
興
一
郎

青
木
正
久

井
出
正
一

伊
吹
文
明

石
井
　
一

石
橋
一
弥

石
渡
照
久

稲
葉
修

臼
井
日
出
男

内
海
英
男

衛
藤
征
士
郎

小
川
　
元

小
沢
辰
男

越
智
通
雄

尾
身
幸
次

小
比
木
彦
三
郎

小
淵
恵
三

大
石
千
入

大
塚
雄
司

大
西
正
男
．
、

大
村
裏
治

奥
田
幹
生

奥
野
誠
亮

加
藤
六
月

海
部
俊
樹

金
子
一
義

北
海
道
三

宮
城
一

佐
賀
全
県

埼
玉
四

長
野
北

京
都
一

兵
庫
一

千
葉
三

東
京
＋
一

新
潟
二

千
葉
一

宮
城
二

大
分
一

長
野
三

新
潟
一

東
京
三

群
馬
一

　
神
奈
川
一

群
馬
橋

静
岡
一

東
京
一

高
知
全
県

岡
山
一

京
都
一

奈
良
全
県

岡
山
二

愛
知
三

岐
阜
二

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

金
子
原
二
郎

瓦
　
　
力

木
部
佳
昭

北
川
石
松

北
川
正
恭

工
藤
巌

古
賀
正
浩

長
崎
二

石
川
二

静
岡
二

大
阪
七

三
重
一

岩
手
一

福
岡
三

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

小
坂
善
太
郎

小
坂
徳
三
郎

小
杉
隆

高
村
正
彦

佐
藤
敬
夫

佐
藤
　
辺

長
二
一

東
京
三

東
京
三

山
ロ
ニ

秋
田
一

新
潟
二

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

立食に話がはずむ懇親会

藤藤原鳩鳩畑長額中中中戸渡津玉谷官牒高田田田住砂鈴杉自塩笹櫻桜斉左佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田木浦見川川内井藤藤藤本波田山山　谷賀山山村山海島沢山村中鳥辺中名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国直部栄重宗正庄正義斗文　　　　　　　　　　　進紀雄徳禎正修孝孝　由邦英川福正太
雄生憲紀夫次　志暉郎靖也三ニー一義一修男紀匡作民男健三十尭雄新壱恵生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郎郎　　　　＿　　　　　　　　　　　　朗　郎　　　　　　　省　　　夫　 郎峻郎

香三大北東大宮茨大大東静兵青岩京滋青新山福青富兵北愛福大群島暫静大大
川重阪海京分城城阪阪京岡庫森手都賀森潟梨島森山庫海知岡阪墨根渥璽阪金
一二三道八一ニー二五五一三一一二全一四全三一一一道四四四一全ニー六一
　　　四　　　　　　　　　　　　　県　　県　　　　 五　　　　 県

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

町
村
信
孝

松
野
幸
泰

三
原
朝
彦

三
塚
博

武
藤
嘉
文

村
上
誠
一
郎

村
田
敬
次
郎

森
　
　
清

森
　
喜
朗

谷
津
義
男

山
崎
平
八
郎

山
下
元
利

山
下
徳
夫

山
本
幸
雄

渡
辺
栄
一

北
海
道
一

岐
阜
一

福
岡
二

宮
城
一

岐
阜
一

愛
媛
二

言
知
見

愛
媛
二

石
川
一

群
台
覧

福
岡
三

滋
賀
全
県

佐
賀
全
県

三
重
一

岐
阜
二

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

参
議
院
議
員
（
①
は
1
3
回
選
挙
分
、

　
　
　
　
　
　
選
挙
分
を
示
す
。
）

小
野
清
子

木
宮
和
彦

工
藤
万
砂
美

斎
藤
文
夫

杉
山
令
肇

高
木
正
明

田
沢
智
治

中
西
一
郎

西
村
尚
治

林
田
悠
紀
夫

原
文
兵
衛

福
田
宏
一

藤
井
孝
男

水
谷
　
力

柳
川
覧
治

山
岡
賢
次

山
本
富
雄

東
京
②

静
岡
②

北
海
道
①

神
奈
川
②

岐
阜
①

北
海
道
②

比
例
代
表
②

兵
庫
②

鳥
取
①

京
都
②

東
京
①

群
馬
②

岐
阜
②

三
重
①

比
例
代
表
①

比
例
代
表
①

群
馬
①

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

　
②
は
1
4
回

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）
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部
落
問
題
解
決
の
要
諦
は
、
日
本
人
の
意

識
変
革
に
帰
す
と
言
わ
れ
る
。
運
動
団
体
の
一

部
の
人
は
、
解
決
を
阻
む
要
因
と
し
て
、
日

本
の
社
会
構
造
を
挙
げ
、
現
在
の
よ
う
な
資

本
主
義
体
制
で
は
、
「
封
建
的
身
分
賎
視
観

念
」
に
基
く
部
落
差
別
は
、
な
く
な
ら
な
い

と
極
言
し
、
諸
悪
の
根
源
は
、
天
皇
制
に
あ

る
と
、
社
会
矛
盾
の
諸
々
を
こ
れ
に
結
び
つ

け
、
こ
れ
が
打
倒
に
結
集
し
、
運
動
を
展
開

し
て
い
る
。
又
、
マ
ス
コ
ミ
で
、
地
対
法
切

れ
の
解
放
運
動
は
、
多
分
に
先
鋭
化
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
い
つ
れ
に
し
て
も
、

問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

差
別
の
実
態
を
凝
視
し
、

日
本
の
社
会
構
造
、
日

本
人
の
社
会
意
識
、
生

活
意
識
を
現
在
的
に
も

歴
史
的
に
も
総
点
検
す

が
果
し
て
真
の
大
衆
運
動
の
起
ち
あ
が
り
か

と
疑
い
を
持
ち
つ
づ
げ
た
。

　
幸
い
、
そ
の
同
宗
連
も
、
全
日
仏
同
和
委

も
、
遅
足
な
が
ら
今
日
ま
で
、
真
摯
に
歩
み

つ
づ
け
て
来
た
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い
。

た
だ
、
各
宗
門
が
同
和
問
題
を
、
主
体
的
に

自
ら
の
課
題
と
し
て
取
組
ん
で
い
る
か
と
云

う
と
、
そ
の
評
価
は
多
様
で
あ
ろ
う
。

　
同
宗
連
と
か
、
全
日
仏
同
和
委
の
枠
内
に
、

ゴ
；
ル
が
存
在
す
る
と
考
え
る
程
愚
か
し
い

も
の
は
な
か
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
自
ら
の
宗

で
あ
っ
た
。

　
同
和
の
仕
事
に
、
プ
ロ
と
か
、
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
い
う
考
え
は
導
入
す
べ
き
で
な
い

と
云
う
争
論
か
ら
し
て
も
、
こ
の
会
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
組
織
人
と
し
て
如
何
に
機
能
し
て

ゆ
く
か
を
慎
重
に
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

と
同
時
に
、
そ
の
席
で
、
私
ど
も
と
同
じ
仕

事
を
す
す
め
る
た
め
の
委
貝
を
、
甲
山
と
も

出
し
て
貰
う
こ
と
を
要
望
し
た
。
そ
れ
は
、

提
起
さ
れ
た
問
題
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
そ

の
取
組
み
の
過
程
に
お
い
て
、
各
山
そ
れ
ぞ

る
必
要
に
迫
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
言
を
待
た

な
い
。

　
あ
の
町
田
発
言
を
契
機
に
、
多
く
の
教
団

が
、
「
同
宗
連
」
に
結
集
し
た
こ
と
は
、
そ

の
早
さ
と
云
い
、
そ
の
数
と
云
い
、
ま
さ
に

空
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
私

自
身
、
そ
の
数
年
前
、
教
壇
に
あ
っ
て
、
同

和
問
題
と
取
組
む
機
会
に
遭
遇
し
、
手
さ
ぐ

り
の
学
習
と
事
件
対
応
に
苦
闘
し
た
経
験
を

持
ち
合
せ
て
い
た
為
、
又
、
組
合
運
動
の
体

験
か
ら
し
て
、
素
早
く
結
集
さ
れ
た
「
同
宗

連
」
の
姿
に
驚
き
を
感
じ
る
と
共
に
、
こ
れ

1
1
宗
門
人
の
意
識
改
革
を
め
ざ
し
て
1
1

真
■
宗
豊
山
派
同
和
推
進
委
員
長

門
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
そ
れ
は
一
個
の
宗
門

人
と
し
て
、
己
の
同
和
像
を
求
め
る
の
が
窮

極
で
あ
る
。

　
先
ご
ろ
、
私
は
真
言
宗
団
の
親
睦
団
体
た

る
「
各
派
総
本
山
会
」
か
ら
、
「
同
和
専
門
委

貝
」
を
委
嘱
さ
れ
た
。
そ
の
会
合
で
は
、
各

山
会
同
和
委
貝
と
云
う
方
と
の
合
同
会
議
が

持
た
れ
、
当
面
の
同
和
課
題
に
つ
い
て
の
諮

問
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
私
は
二
つ
の
疑

問
を
持
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
専
門
委
員
」
と
云

う
名
称
と
、
十
八
の
本
山
中
、
専
門
委
員
の

出
て
い
る
の
は
、
八
本
山
だ
け
と
云
う
こ
と

市
原
　
雄
忍

れ
の
宗
門
人
に
問
題
を
投
影
さ
せ
る
と
い
っ

た
基
本
姿
勢
が
肝
要
と
の
理
由
か
ら
で
あ
っ

た
。　
同
和
問
題
は
特
別
な
問
題
、
選
択
問
題
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て
の
生
活

課
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
上
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
社
会
は
、
多
く
の
領

域
で
、
「
差
別
」
が
一
つ
の
物
さ
し
に
な
っ
て

い
る
と
云
わ
れ
る
。
宗
門
の
世
界
に
も
、
こ

の
物
さ
し
が
、
古
今
東
西
に
わ
た
っ
て
ま
か

り
通
っ
て
来
た
。

　
仏
教
界
に
対
す
る
運
動
体
か
ら
の
問
題
提

起
に
対
し
て
は
、
素
直
に
こ
れ
を
受
け
と
あ
、

相
対
的
に
物
を
考
え
る
と
云
っ
た
、
発
想
を

変
え
て
ひ
つ
く
り
返
し
て
、
総
点
検
す
る
態

度
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
心
得
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
点
検
即
改
変
と
云
っ
た
拙

速
の
作
業
は
、
絶
対
に
陣
す
べ
き
で
あ
る
。

改
変
よ
り
も
、
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
大

事
だ
か
ら
で
あ
る
。
社
会
生
活
に
於
け
る
人

間
の
意
識
改
革
ほ
ど
む
ず
か
し
い
も
の
は
な

い
。　
わ
が
宗
門
で
も
、
差
別
戒
名
問
題
に
取
組

ん
で
、
す
で
に
久
し
い
。
関
係
者
の
意
識
の

中
で
、
解
決
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
現
在
対

応
中
の
も
の
も
あ
る
。
問
題
の
一
つ
一
つ
が
、

特
有
の
条
件
下
に
あ
り
、
対
応
に
も
千
差
の

異
な
り
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　
提
起
問
題
の
学
問
的
領
域
を
、
宗
門
の
学

術
研
究
機
関
と
布
数
の
実
践
機
関
に
諮
問
し

て
い
る
が
、
ご
自
分
の
研
究
と
平
行
し
て
、

真
摯
に
取
組
ん
で
居
ら
れ
る
姿
に
は
頭
が
さ

が
る
。
他
宗
門
も
同
様
と
想
像
し
な
が
ら
、

そ
の
挑
戦
ぶ
り
に
感
謝
を
し
て
い
る
。

　
私
ど
も
は
、
同
宗
連
、
全
日
仏
同
和
委
と

云
っ
た
連
帯
の
場
を
、
研
修
の
場
、
運
動
積

み
上
げ
確
認
の
場
と
し
て
、
自
宗
門
人
に
対

す
る
同
和
運
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
重
ね
て
云
う
な
ら
、
同
宗
連
、
全
日
仏
と

云
っ
た
土
俵
の
上
で
、
し
っ
か
り
と
同
和
問

題
の
所
在
を
確
か
め
合
う
努
力
を
続
け
た
い
。

同
床
異
夢
の
結
集
は
、
誰
も
が
望
む
と
こ
ろ

で
な
い
こ
と
も
附
言
す
る
。
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第
1
9
回

一
般
聴
講
、
二
百
入
が
参
加

．
邑
霊
：
蚕
響
．
§
＝
三
■
冒
8
三
3
躍
三
一
3
冒
盈
一
当
三
一
3
言
邑
二
三
一
一
一
一
：
一
曇
Σ
響
§
三
富
量
z
§
留
曇
一
＝
三
蟹
百
雷
。
§
8
7
§
塁
Σ
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全
日
本
仏
教
会
と
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

の
主
催
に
よ
る
、
第
1
9
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

が
、
去
る
十
月
十
五
日
午
前
十
時
よ
り
、
東
京

千
代
田
区
の
学
士
会
館
に
お
い
て
、
約
二
百
人

の
一
般
聴
講
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
仏
と
酒
と
男
女
の
仲
1

仏
教
倫
理
と
現
代

1
」
。
女
性
の
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
の
急

増
や
、
「
不
倫
」

と
い
う
言
葉
が
氾

濫
す
る
な
ど
、
伝

統
的
な
価
値
観
や

道
徳
観
が
大
き
く

ゆ
ら
ぐ
昨
今
、
仏

教
で
は
酒
色
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、

ま
た
ど
の
よ
う
に

戒
め
て
い
る
の
か
、

と
い
う
点
が
論
点

に
な
る
。

　
午
前
中
は
中
村

元
氏
（
東
方
学
院

長
）
の
基
調
講
演
。

続
い
て
午
後
か
ら

は
、
武
藤
義
一
氏

（
埼
玉
工
業
大
学

学
長
）
を
総
合
司

会
と
し
て
、
奈
良

康
明
氏
（
駒
沢
大

壇
上
、
パ
ネ
ラ
ー

の
各
先
生
・

学
教
授
）
、
佐
伯
真
光
氏
（
相
模
工
業
大
学
教

授
）
、
花
山
勝
友
氏
（
武
蔵
野
女
子
大
学
教
授
）
、

望
月
良
晃
氏
（
立
正
大
学
講
師
）
、
そ
れ
に
芥

川
賞
作
家
の
重
兼
芳
子
氏
も
加
え
た
五
氏
に
よ

る
公
開
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
重
厚
な
雰
囲
気
の
学
士
会

館
の
会
場
、
前
席
に
居
並
ぶ
中
村
元
朝
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
を
代
表
す
る
学
識
者
諸
氏
、
お

　
　
　
…
基
調
講
演
の
中
村
元
氏
…

も
わ
ず
居
ず
ま
い
を
正
す
と
こ
ろ
だ
が
、
今
回

は
テ
ー
マ
が
柔
ら
か
く
酒
や
ら
男
女
の
仲
や
ら
。

満
貝
の
聴
講
席
に
も
、
や
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

ム
：
ド
が
漂
う
。
一

　
文
化
会
議
開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
側
を
代

表
し
て
、
若
槻
修
道
全
仏
理
事
長
と
国
際
仏
教

交
流
セ
ン
タ
ー
の
岡
野
正
貫
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
。
若
槻
氏
は
「
現
代
社
会
は
、
伝
統
的
規
範

が
失
わ
れ
て
精
神
的
に
も
極
め
て
不
安
定
な
社

会
に
な
っ
て
い
る
が
、
仏
教
の
戒
律
を
見
つ
め

直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
課
題
を
考
え
る
鍵

が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
展
望
を
示

し
、
ま
た
岡
野
氏
は
「
酒
と
か
男
女
の
仲
と
か

一6一
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い
か
に
も
俗
っ
ぽ
い
事
で
あ
る
が
、
し
か
し
人

間
生
活
の
一
番
根
底
に
あ
る
も
の
で
、
仏
教
は

そ
の
部
分
を
無
視
し
て
は
成
り
立
た
な
い
し
と

今
回
の
会
議
の
意
義
を
讃
え
た
。

　
続
い
て
武
藤
義
一
埼
玉
大
学
学
長
に
よ
る
趣

旨
説
明
。
武
藤
氏
は
「
酒
は
飲
ま
な
い
に
こ
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
も
し
飲
む
と
す
れ
ば
仏
教

式
の
飲
み
方
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
酒
色
に
も
溺
れ
る
と
い
う
が
、
で
は

溺
れ
な
け
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
う
い
う
事
に
つ

い
て
仏
教
は
ど
の
よ
う
に
教
え
て
く
れ
て
い
る

の
か
を
、
今
回
の
会
議
で
学
び
た
い
」
と
述
べ
、

矯
膨

学
士
会
館
の
会
場
で
熱
心
に
聴
講
す
る
参
会
診
た
ち

酒
色
の
善
悪
を
論
ず

る
だ
け
で
な
く
、
人

情
の
機
微
も
あ
わ
せ

た
世
俗
の
日
常
倫
理

に
論
議
を
展
開
さ
せ

た
い
と
い
う
会
議
の

方
向
を
示
し
た
。

　
開
会
式
を
終
え
、

い
よ
い
よ
中
村
当
鉦

に
よ
る
基
調
講
演
。

中
村
氏
は
、
バ
ラ
モ

ン
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
教
典
、
そ
し
て
仏

教
経
典
か
ら
、
酒
や

男
女
関
係
に
関
す
る

戒
律
の
記
述
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
ユ
ー

モ
ア
を
ま
じ
え
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
。

数
千
年
も
昔
に
説
か

れ
た
酒
害
や
女
性
論

が
、
現
代
人
に
も
そ

の
ま
ま
あ
て
は
ま
る

の
で
、
聴
講
席
か
ら

笑
い
が
起
こ
っ
た
。

　
一
方
中
村
氏
は
、

ア
ジ
ア
や
中
近
東
諸

国
に
お
い
て
、
現
在

も
飲
酒
や
男
女
関
係
な
ど
に
対
し
て
の
厳
し
い

戒
律
や
倫
理
道
徳
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

「
日
本
が
、
こ
の
よ
う
な
国
々
に
学
ば
ず
、
す

で
に
道
徳
的
に
退
廃
の
方
向
に
進
む
欧
米
先
進

諸
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
危
険
で
あ

る
。
真
の
国
際
化
と
は
、
欧
米
先
進
諸
国
だ
け

で
な
く
、
全
世
界
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
あ
り
、

時
に
ア
ジ
ア
、
中
近
東
諸
国
の
姿
を
再
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
基
調
講
演
の
あ
と
、
午
後
か
ら
は
五
人
の
パ

ネ
ラ
ー
に
よ
る
公
開
討
議
。
そ
の
前
に
、
今
回

特
別
ゲ
ス
ト
の
望
月
良
晃
氏
と
重
兼
芳
子
氏
に

よ
る
意
見
発
墨
が
行
わ
れ
た
。

　
望
月
氏
は
、
寅
さ
ん
で
お
な
じ
み
の
柴
又
帝

釈
天
の
住
職
で
も
あ
る
が
、
下
町
庶
民
派
ら
し

く
「
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
僧
が
妻
帯
し
子
供
も

い
る
の
だ
か
ら
、
在
家
仏
教
で
あ
る
こ
と
に
腰

を
す
え
、
夫
婦
の
あ
り
方
、
家
庭
の
あ
り
方
な

ど
、
寺
が
率
先
し
て
理
想
的
な
家
庭
生
活
を
檀

信
徒
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
発
言
。

　
重
兼
氏
は
、
「
酒
は
上
手
に
使
う
こ
と
に
よ

っ
て
は
、
生
き
る
こ
と
を
楽
に
し
て
く
れ
る
効

用
が
あ
る
。
戒
律
は
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
そ

の
人
が
選
択
す
る
も
の
で
、
上
か
ら
押
し
つ
け

ら
れ
た
り
、
人
に
押
し
つ
け
た
り
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
述
べ
、
自
分
が
宗
教
に
求
め
る
も

の
は
精
神
の
自
由
で
あ
る
と
発
言
し
た
。

　
公
開
討
議
に
入
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
「
現
代
は
、
律
（
他
律
的
、
法
律
な
ど
）
だ

け
を
守
り
、
戒
（
自
律
的
）
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
い
る
風
潮
が
あ
る
。
各
々
が
戒
を
ど
う
い

う
形
で
設
定
し
て
い
く
か
が
大
事
で
は
な
い
の

か
。
五
戒
、
十
重
禁
戒
は
、
人
が
戒
を
設
定
し

て
い
く
う
え
で
も
っ
と
も
基
本
的
な
あ
り
方
を

示
し
て
い
る
ひ
と
つ
の
枠
組
と
受
け
と
れ
る
L

（
奈
良
康
明
氏
）

　
「
日
本
仏
教
は
鎌
倉
時
代
の
頃
か
ら
、
戒
律

を
守
る
こ
と
が
薄
れ
て
き
て
い
る
。
何
故
そ
う

な
っ
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
（
佐
伯
真

光
氏
）

　
「
五
戒
で
は
飲
酒
を
禁
じ
て
い
る
の
に
、
大

乗
仏
教
の
十
重
禁
戒
で
は
酒
を
売
っ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
戒
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
」
（
武
藤
義
一
氏
）

　
「
昔
か
ら
仏
教
で
は
、
酒
を
般
若
湯
な
ど
と

呼
び
、
理
屈
を
つ
け
て
飲
酒
を
正
当
化
し
て
い

る
。
飲
む
な
ら
飲
む
で
よ
い
。
た
だ
大
事
な
の

は
、
そ
の
飲
み
方
で
あ
る
。
坊
さ
ん
は
、
社
会

の
指
導
者
的
立
場
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
法
事
の

時
は
飲
ま
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
を
作
り
、
檀
家

の
人
に
姿
勢
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
　
（
花
山
勝

友
氏
）

　
「
女
性
の
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
急
増
の
背
景
に

は
、
企
業
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
あ
ま
り
に
忙
し

く
、
妻
の
心
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
夫
の

存
在
が
あ
る
。
宗
教
は
こ
の
よ
う
な
心
の
空
白

を
満
た
す
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
仏
教
が
こ

れ
ら
現
代
社
会
の
問
題
点
に
何
故
も
っ
と
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
な
い
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

（
重
兼
芳
子
氏
）

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
ポ
イ
ン
ト
が
つ
か
み
に

く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
発
言
は
多
岐
に
わ
た
っ

た
が
、
主
に
酒
の
問
題
を
中
心
に
、
三
時
間
に

も
及
ぶ
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。
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十十
一　 一　
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　　ノ　
日日日

十
八
日

　
　
1
（
十
一
月
）
i

局
内
会
議

中
外
日
報
9
0
周
年
記
念
式
典
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
出
席

比
叡
山
サ
ミ
ッ
ト
運
営
委
貝
会

法
律
相
談

W
F
B
代
表
団
打
合
会

　
　
｝
臥
7
」
【
P

　
第
1
8
回
日
本
仏
教
文
　
…

　
化
会
議
の
記
録
出
版
　
…

昨
年
＋
月
・
・
愛
現
代
人
の
忘
れ
て
…

い
る
も
の
i
仏
教
と
愛
－
L
を
テ
↓
に
、
…

横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第
十
八
回
日
本
仏
教

購
町
議
繕
瀦
…

局
国
際
文
化
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
　
…

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
な
お
、
今
回
、
第
十
九
回
日
本
仏
教
文
　
…

化
会
議
「
仏
と
酒
と
男
女
の
仲
－
仏
教
倫
…

理
と
現
代
1
」
の
記
録
も
出
版
さ
れ
る
予
　
…

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
期
待
下
　
…

さ
い
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
局
内
会
議

二
十
一
日
　
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

二
十
一
～
二
十
二
日
　
同
宗
連
同
和
研
修
会

二
十
三
日
　
孝
道
教
団
開
顕
5
0
周
年
記
念
祝
賀

　
　
　
　
会
出
席

二
十
六
日
　
日
本
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
交
流
の
夕

　
　
　
　
べ
出
席

二
十
七
日
　
法
律
相
談

　
　
　
　
W
F
B
大
会
開
会
式

　
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
設
置

全
仏
事
務
局
に
電
話
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

　
F
A
X
　
O
三
（
四
三
七
）
三
二
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

朝
枝
実
彬
師
（
全
仏
信
教
の
自
由
に
関
す
る

　
　
　
　
　
委
員
会
委
員
長
）

十
一
月
二
十
一
日
、
七
十
八
歳
で
遷
化
。

浄
土
真
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本
願
寺
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前
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総
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。
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